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	水資源・水害への影響：　豪雨の頻度と強度が増加して，洪水の被害が拡大し，土砂災害，ダム堆砂が深刻化する．無降雨期間の濁質流出量増加によって水道の浄水費用が増加する．一方，積雪水資源の減少は，北陸から東北の日本海側で代掻き期の農業用水の不足を招き，降水量
	森林への影響：　温暖化に伴う気温上昇・降雨量変化によって我が国の森林は大きな打撃を受ける．ブナ林・チシマザサ・ハイマツ・シラベ（シラビソ）などの分布適域は激減し，今世紀の中頃以降，白神山地もブナの適地ではなくなる．また，マツ枯れの被害リスクが拡大し，1
	農業への影響：我が国のコメ収量は，北日本では増収，近畿以西の南西日本では現在とほぼ同じかやや減少する．さらに，コメの品質低下，他の穀物や果樹などの生産適地の北上や減収によって農業に大きな影響が及ぶ．気候変動，人口の増加による需要増，投機による価格高騰，
	健康への影響：　温暖化によって健康への脅威が増す．気温とくに日最高気温の上昇に伴い，熱ストレスによる死亡リスクや，熱中症患者発生数が急激に増加し，とりわけ高齢者へのリスクが大きくなる．気象変化による大気汚染（光化学オキシダント）の発生が増加する．感染症

